
令和元年度 農業農村整備事業 再評価調書

事 業 名 県営中山間地域総合整備事業 地区･路線名 三好地区
ふ り が な み よし

事業主体 徳島県 関係市町村 東みよし町

（事業目的）
本地区は、徳島県西部、三好郡に位置する吉野川北岸の中山間農業地帯で、急峻な地

事 形を呈しており、農地はほとんどが不整形で小規模である。本地域における農業の現状
は、過疎化・高齢化、担い手の減少などが、農業経営に多大な影響を与えている。
このため、老朽化した用排水路の整備、農道の改良や新設を行うことにより、農地の

業 保全を進め、農業生産の維持・農業所得の安定を図る。また、農業集落道など生活環境
基盤の整備を併せ行うことで、生活環境の向上・地域の活性化を図ることを目的として
いる。

概 （事業内容）
受益面積 281.8ha
受益戸数 939戸

要 主要工事 農業用用排水施設 8,012m ，農道整備 3,111m
農地防災 2箇所 ，農業集落道 970m

総事業費 1,656,000千円
(国55%，県0%～30%，町13.5～45%，地元農家0～1.5%）

工 期 平成１７年度～令和５年度

（事業の進捗状況）
平成３０年度までに農業用用排水施設８，０１２ｍ，農道整備１，６４３ｍ，農地防

災１箇所を実施している。
令和元年度末の事業費進捗率は、６７％となっている。

評 （関連事業の進捗状況）
特になし。

（社会経済情勢の変化）
本地域では、国営吉野川北岸農業水利事業等の実施により水利用の合理化が進められ

てきたが、近年では高速道路の整備等により、地域の産業構造が２次・３次産業、さら
に６次産業へと移行してきており、地域の情勢に対応した新たな営農活動への転換と安

価 定的な農業生産が強く望まれている。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
該当なし。

（事業効果の発現状況）
１ 用排水施設が整備されたことにより、農地の条件が改善されているとともに地域
産業の活性化に貢献している。

項 ２ 農道が整備されたことにより、労力の節減、荷傷みの防止が図られている。

総費用総便益費＝総便益(現在価値化)／総費用(現在価値化)＝１．３０

（受益農家，関係機関の意向）
東みよし町や地元受益農家から、事業の早期完成を要望されている。

目
（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


